
書式第 12号 (法第28条関係)

令和元年度   事 業 報 告 書
平成 31年 4月 1日 から令和 2年 3月 31日 まで

活動法人 日本ブライン ドマラソ ′ 、

1 事業の成果

令和元年度は、ブラインドマラソンおよびウォークの全国的な普及、発展のための事業を進めた。

視覚障がい者のための大会開催や友好団体の行 う大会の支援の他、ブラインドマラソンを支える指導者、伴走者の養
成研修を積極的に進めた。

また、東京 2020パ ラリンピック等国際大会を目標に選手強化事業を推進すると共に、国内外の大会を通して、
海外のブラインドマラソンランナーや友好団体との交流を図った。

協会ホームページの充実や会報の発行等を通して、ブラインドマラソンの広報・普及活動を進めた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用 【   79,212 】千円)

定款に記載

された

事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

毎年 1回以上の

ブライン ドマラ

ソン大会の開催

GDネ申
′
富夕|ヽ

'tチ

ャレンシ
゛
フェスティハ

゛
ル

第37回 JBMAニファイドラン

②OSAM EKIDEN in長居

兼 第 22回全国視覚障が

い者駅伝大会

12月 8日

11月 4日

明治神宮野球場及

び神宮外苑周回道

路

ヤ″―スタデ烈長居及

び公園周回コース

301人

142人

全国の視覚

障がい者等

を含む一般

ランナー

1335人

50チーム
311
人

19,949

ブラインドマラ

ソン指導者及び

伴走者の養成を

図る研修

①主催伴走研修会 (2回 )

②上級者伴走研修 (2回 )

③地方研修会支援 (4回 )

④その他研修支援 (11回 )

⑤代 木々練習会 (11回 )

7.9月

9.3月

5.6.7.3月

通年

毎月第1日 曜

掛川 。東京

富津市

長野,鳥取,会津,富

山

東京都他

東京・代々木

計 16人

計 8人

計 6人

計 17人

各 12人

全国の視覚

障がい者、

伴走者及び

伴走体験希

望者

計 48人

計 25人

計 145人

計 549人

計 1115人

6,360

友好団体が行 うブ
ライン ドマラソン

大会の支援

①かすみがうらマラソン

②福知山マラソン

4月 14日

11月 23日

土浦市

福知山市

10人

5人
視覚障がい

参加者

149人
30人 44

国際パラリンピ

ック競 技 大 会

等、障がい者ス

ポーツ大会に参

画する選手の競

技力の強化、並

びに次世代選手

の発掘・育成

①国際大会 (PAマ ラソン

世界選手4隆・チヤイナ GP

ドバイ世界選手権)派遣

②国内大会派遣 (11回 )

③選手強化合宿 (27回 :

含測定合宿)

④NTC合同練習会 (47回)

4.5.11月

4月 ～2月

4月 ～3月

4月 ～3月

ロンドン.北京

ドバイ

全国

富津 (14回 )

菅平 (3回 )

その他 (10回 )

東京

計 6人

計 49人

計 77人

計 24人

計 59人

計 47人

ブラインド

マラソン競

技力向上事

業対象選

手、伴走

者、スタッ

フ

計 24人

計 255人

計 227人

計 40人

計 244人

計 470人

41,963

海外プライン ドマラ

ンンランナー及びそ

の所属団体との交流

かすみがうら・ロンドン・

チャイナ GP・ ドバイ
4.5.11月 開催都市

大 会 参 加

国・選手
参加選手 0

会報の発行、ホー
ムページ等による
広報普及事業

①会報発行 (2回 )

②広報・普及ツール製作

9・ 1月

通年 (4種 )

各 600部
伴走ガイ ド・協会パンフ・メディア集他

983

事務局運営
事務所賃料 。光熱費・職
員手当・事務費、会議費

通年 令和元年度会員数 467名 〈含障がい者 195名 ) 9,913

(2)その他の事業

該当事業なし

(事業費の総費用 【   0 】千円)



2019年度 活動計算書

(令和元年度)

特定非営利活動法人 日本ブラインドマラソン協会



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和元年度 活動計算書 (そ の他事業が上登場合)

平成31年4月 1日 から令和2年 3月 31日 まで

事 業 報 告 用

壼」|ョ営]」i勘五△_[墜[とライン_Eヱ_ラ_ソ :∠協会

【日】 経 常 費 用

昼 目 金   額 小計・合計

1,069,000

1,∝9,αЮ

12,170,000
355,500

5,000,000

17.525,500

40,998,000
5,080,000

10,530,000

56.600,CX〕0

6,253,500

863,120
33,000

7.149.620

125

76,000

76,125

【A】 経 常 収 益

経 常 収 益 計 82.428,245

500,1∞

170,

594,

218,

550,

38,934,

557,

3,482,

2,119,

6,145,

652,

3,169,

8,691,

303,

1,

5,

963,

1,940,

99,

100,

391

720

837

000
100

631

979

670
164

533

000
669

377
851

000

400
000

090
000

00.699,412

69,298.512

広告料支出

旅費交通費
通信運搬費
消耗品備品費
印刷製本費
賃借料
保険料

諸謝金

委託費
支払手数料
事務費
会費
エン トリー料
雑費
大会公認料
拠出金支出

事業費計

(1)
給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

2)その
会議費
渉外費
表彰費



2

1)
役員報酬

給料手当
退職給付費用
福利厚生費

2)その
会議費
渉外費
慶弔費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品備品費
印刷製本費
水道光熱費
賃借料
保険料
諸謝金
租税公課
委託費
支払手数料
事務費

管理費計

0

4,093,700

0

0

4,003,700

234, 085

7,452
21,600

1,511,480

145,086
533,836

82,232
149,849

1,581,500

25,058
90,000

4,250
727,649

88,114

615,737
2,000

5,819.928

9,913,628

79,212,140

当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【B】 ① 3.216.105

【C】 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計

【D】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計

当 期 経 常 外 増 減 額 【C】 ― 【D】 ・・・②
税 引 前 当 期 正 味 財 産 増 減 額 ①+② ・・・③

次 期 繰 越 正 味 財 産 額 ③―④+⑤

3,216.105

13.051.375

16.267.480

常 費 用 計

固

過年度損益修正益



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和元年度 貸借対照表
令和2年3月 31日 現在

事 業 報 告 用

生豊出譴Ш壁減型‐_旦杢_22`色≧生l整二2立L2協全

:円
小計・合計金   額

16,547,360
1,620

0

137,500
21,000

16,707.480

1,500,000
0

1.5∞ .0∞

2

(

の

1

【A】 資 産 の 部

2) 形 固

1)

3 その

現金預金

未収金

棚卸資産
前払金

車両運搬具

什器備品

ソフトウェア
借地権

敷金
長期貸付金

18.207.480【A】 資 ①+②産 合 計

1,940,000
0

1,940.000

1.940,000

2

+

1

未払金

預 り金

長期借入金
退職給付引当金

【B-1】 負 置 の 部

13,051,375
3,216,105

16.267.480正

【B-2】 正 味 財 産 の 部

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 18,207,480



16 28

令和元年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人

事 業 報 告 用

日本ブライン ドマラソン協会
1.重要な会計方針

計算書類の作成は、口0法人会計基準 (2010年7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 PO法人会計基準協議会)

によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によつています。 (該当なし)

(2)固定資産の減価償却の方法
車両運搬具及び什器備品の減価償却は定額法によつています。 (該当なし)

(3)引 当金の計上基準
・退職給付引当金       計上なし

(4,施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業別損益の状況
円

科 目 大会開催事業
友好団体支
援事業

選手強化事業 研修事業
広報普及
等事業

事業部門計 管理部門 合計

0

8,615,110
5,080,000
6,253,500

0

0

11,104
0

33,000
0

0

964,734
40,998,000

0

0

0

0

5,700,000
863,120

0

0

32,684
950,000

0

0

0

9,623,632
52,728,000
7,149,620

0

1,069,000
7,901,868
3,880,000

0

76,125

1,069,000
17,525,500
56,608,000
7,149,620

76.125
19,948,610 44,104 41,962,734 6.563,120 982,684 69.501,252 12,926,993 82,428,245

0

4,093,700
0

0

0

0

4,692,800
0

0

0

599,100 4,093,700 4.692.800599,100

170,

218,

550,

594.

38,934,

557,

2,119,

3,482,

6,145,

652,

3,169,

8,691,

303,

1,

5,

963,

1,940,

99,

100.

391

837
000

0

720
100

631

670
0

979
164

533
000

0

669
377
851

000
400
000
090
000

234,085
0

0

21,600
7,452

1,511,480
145,086
82,232
149,849
533,886

1,581,500
25,058

90,000
4,250

727,649
88,114

615,737
2,000

0

0

0

0

476
837
000
600
172

580
717
902
849
815
664
591
000
250

318
491

588
000
400
000
090
000

404,

218,

550,

21,

602,

40,445,

702,

2,201,

149,

4,016,

7,726,

677,

3,259,

4,

9,419,

391,

617,

7,

963,

1,940,

99,

100,

126,591
0

0

0

590,400

35,453.575
49,185

0

0

1,099,259
537,526
329,897
629,000

0

1,157,235
223,476

0

5,000

963,400
0

99,090
100,000

35,100
5,280

0

0

0

2,179,505
49,455

0

0

1,129,279
84,130
118,446
691,000

0

79,142

47.192
1,851

0

0

1,940,000
0

0

0

0

0

0

0

0

83,514
446,846

8,700

213,557
550,000

0

4,320
1,277,100

375,293
1,672.824

0

1,254,441

5,523,508
204,190

1,829,000
0

7,004,492

31,185
0

0

0

0

0

0

68.699,412 5,819,928 74,519,34044,104 41,363.634 6,360,380 982.68419,948,610
9.913.628 79.212.1406,360,380 982,684 69,298,51219,948.610 44,104 41,962,734

1057400 20 00 0 202 740 3 013 365 3 21

Iil::ま

i:]等

flξ楊
h用
人件費計

(2)そ の他経費
会議費
表彰費
広告料支出
慶弔費
渉外費
旅費交通費
通信運搬費
印刷製本費
水道光熱費
消耗品備品費
賃借料
保険料
諸謝金
租税公課
委託費
支払手数料
事務費
会費
エン トリー料
雑費
大会公認料
拠出金支出
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

金額 算定方法内容

該当取引なし

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は16,267,480円 ですが、使途が特定されている寄附金・助成金の残高はありません。

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考
く寄附金>

業雹有条曇警担
ぅプニ選手

|よ11暑事曇者ス確事叩常;`『 ックサホ .広報髪
.里生;;`『 ッタサ小 .t ・     

・ =1ン
管理穐

分尋電儀う;Lヒ ツフ′

0

0

0

0

0

6,080,000

40,998,000

5,700,000

950,000

3,880,000

5,080,000

40,998,000

3,760,000

950,000

3,880,000

0

0

1,940,000

0

0

期中当該事業に充当

期中当該事業に充当

研修事業においては残金あり、返金予定

期中当該事業に充当

期中当該事業に充当

合計 56.608.000 54.668,000 1,940,000

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減■●コ彙計額 期末帳簿価額

1,500,000 1,500,000 1,600,000

1.500.000 1.500.000

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
保証金

合計 1.500,000

ヽ 固定資産の増減内訳

6_借入金の
':管

減内訳

7.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

各事業の経費を事業費とし、直接事業に関わらない事務局経費を管理費として取扱 う。

その他の事業に係る資産の状況

特になし

科 目 期首残高 当期返済
当該取引なし

合計

科 目
計算書類に計
上された金額

内、役員と
の取引

内、近親者及
び支配法人と

の取引

な し な し な し

な し な し な し

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

当期借入



書式第 17号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和元年度 財産目録
令和2年3月 31日 現在

且 目 金   額 ′]ヽ    言十 合   計

6,600
13,513,505

955,839
2,071,210

0

0

103

103

1,620

21,000

137,500

未収金
研修事業未収金 (傷害保険超過支払返金)

2

①

ち 銀

の の

長期貸付金

形

3

流動資産合計

2

1

払金
IPC登録費用

前払金
事務所賃料・共益費4月 分

車両運搬具
事業用車両

什器備品
パ ソコン

固定資産合計 ・

現金預金
手元現金
みずほ銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
ゆうちょ銀行

ソフ トウェア
オペ レーションシステム

文書編集 ソフ ト

敷
亀 務所入所保証金

16.707,480

1,500,000

1,500,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 18,207.480

1,940,000

2

1

B-1

預 り金

長期借入金

未払金
助成金不使用分返金

退職給付引当金
職員

1.940.000

1.940,000【B-1】 負 債 合 計 ③+④

16.267,480【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 一 【B-1】

量囁 勤型L旦左22色」塾う122協会



書式第 18号 (法第 28条関係 )

役 名 氏    名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 羽毛田 信吾

平成31年4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年

年

月
□
Ｈ

月
日

［

理事 松井 純子
平成 31年 4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年 月
ロ
ロ

年 月 日

理事 澤木 啓祐

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年

年

月
日

【

月
「
ロ

理事 原田 清生
平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
日

【

月
ロ
ロ

理事 人木 陽平
平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月
日

【

～ 年 月 日

理事 鈴木 邦雄
平成31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

月
□
Ｈ年

年 月
口
Ｈ

年 月 日
～ 年 月 日理事 原田 勝美

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 西田 昌弘

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
日

【

月
ｈ
ロ理事 安田 享平

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日 年 月 日

年 月 日

理事 日隈 広至

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
ロ
ロ

月
日

【理 事
一日
一

安 田

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日
理事 中山 敏郎

平成 31年 4月 1日 ～

令和2年3月 31日

奪三 月  日

年 月 日
理事 泉 富夫

令和元年度 年間役員名簿

平成 31年 4月  1日 から   令和 2年

特定非営利活動法人

3月 31日 まで

日本ブラインドマラソン協会



役  名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 保科 清
平成31年4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年 月 日
～ 年 月 日

理事 河 幹夫
平成31年4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年

年

月
［
ロ

月
［
ロ

理 事 木脇 明美
平成31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
□
］

月
日

】

理事 中田 崇志
平成31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
□
Ｈ

月
日

【

監事 岡松 武司
平成31年4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年

年

月
ロ
ロ

月
「
口

監事 吉田 秀博
平成31年 4月 1日 ～

令和2年 3月 31日

年

年

月
日

【

月
「
ロ

監事 廣田 博子
平成31年4月 1日 ～

令和2年3月 31日

年

年

月
日

【

月
ロ
ロ



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 2年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本ブラインドマラソン協会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1

′ヽケタ  シンコ
ヾ

羽毛田 信吾

2

マツイ シ
゛
ェンコ

松井 純子

3

サワキ ケイスク

澤木 啓祐

4

′ヽラタ
゛
 スカ

゛
オ

原田 清生

5

ヤキ
゛
 ヨウヘイ

人木 陽平

6

スス
ヾ
キ クニオ

鈴木 邦雄

7

′ヽラタ
｀
 カツミ

原田 勝美

8

ヤスタ
゛
 キョウヘイ

安田 享平

9

ヒク
｀
マ ヒロヨシ

日隈 広至

10

イス
゛
ミ トミオ

泉 富夫

11

ニシタ
゛

西田

マサヒロ

昌弘

12

ヤスタ
゛
 ワタル

安田 亘


